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アメリカンフットボーJレの

文化とパフォーマンス

サッカー、ラグビー、アメフットは、ひとくくりにフットボールフアミリーと呼ば

れているが、その生い立ちにより愛憎の関係にあるとも言われている。そこで、前半

はアメフットが成人するまでの、つまリスポーツとしての市民権を得るまでの、アメ

フット文化の歴史的粗筋を紹介する。また、アメフットゲームは、走る、飛ぶ、投げる、

捕る、蹴る、格闘するなど多種多様のパフォーマンスで構成され、オリンピックスポー

ツのすべてを集めてうまく並べれば、アメフットのチームが出来上がると言われるほ

どである。各ポジションはそれぞれのスペシヤリストが担当する場合が多いが、どの

ポジションにも共通して絶対に欠かせないのがコア・マッスル、いわゆる『深部筋』で

ある。後半は、この考え方の概略を説明する。
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タッチダウンの後藤です。フットボール学

会ということですが、圧倒的にアメリカンフッ

トボールの情報が少ないと思います。従って、

今回はまず、アメリカンフットボールがなぜ

フットボールファミリーの中にカロえられたのか

を分かっていただきたいので、簡単にアメリカ

ンフットボールの歴史を紹介させてください。

サッカー、ラグビーはご存じの通り英国生

まれのスポーツ、それからアメリカンフット

ボールはもちろんアメリカですよね。英国と

アメリカというのは、一般論としてラブ&ヘ

イトの関係にあると言われています。いとし

いけど1曽 しみもあるという。仲がいいんだけ

ど、ちょっと通じないところもあると。そん

な関係がこのスポーツにも反映しているので

はないかと思いますけど、どうでしょうか。

サッカーはご存じのように、本当に紀元前

からサッカーらしきものがずっと楽しまれて

きていまして、しかし、その近代スポーツと

しての格好を整えるのは、1863年 のロンド

ンにユニオンができた時だと思います。一方、

ラグビーが近代競技のスタイルを整えるのは

それから約 8年後、1871年に、サッカーのルー

ルだけでは満足できないフットボールらしき

ゲームを楽しんでいる人たちがつくりあげた

組織、それが誕生した時だと思います。1863

年と1871年。多分、アメリカンフットボー

ルはもっとずっと後だろうと思っておられる

方がほとんどだと思うんですけど、実はアメ

リカンフットボールもラグビーができたわず

か 5年後の 1876年 に、アメリカで対外競技

団体ができているんです。やはり、フットボー

ルファミリーという仲間に加えていただいて

ふさわしいと思いますので、アメリカンフッ

トボールの簡単な歴史を紹介したいと思いま

す。

1620年にメイフラワー号に乗つて、新しい

大陸で新しい文化をつくろうと移動してから、

その 18年後に渡ってきた人たちは、早くもハー

バード大学をつくります。新しい文化をつくる

には高等教育が必要だということですが、ス

ポーツはやはり教育の場で広まるわけで、ア

メリカのフットボールらしきものも、そのハー

バード大学の中で行われるようになります。

アメリカの歴史はさらに進みまして、1776

年に独立記念日、独立宣言ですか。それか

ら、認められて、それで南北戦争が起こって、

1872～ 1873年頃に南北戦争が終わって、しっ

かりした文化を築き出すわけですけど、ちょう

どこの頃、東部の大学で、英国からフットボー

ルらしきものを持ち込んだ学生たちが、盛んに

対外活動を行い出します。それが先程申し上

げました 1876年、アメリカのボストンで、ア

メリカンフットボールの組織が生まれました。

母国の英国を離れてアメリカに来た人たち、

彼らにとっての伝統というのは過去にあるの

ではなく、未来にありました。これから新天

地に行つて新しいものをつくり上げようと、

そういう意気において、言ってみれば、彼ら

の伝統というのは未来にあったわけです。そ

の感覚で、英国から持ってきたフットボール

らしきものにも、どんどんアメリカの文化を

注ぎ込みます。

アメリカンフットボールがそれらしい格好

になったのは、4年後の1880年 です。まず、エー

ル大学対プリンストン大学という大きな試合

がありまして、母校の名誉をかけた選手たち

は、それを守るために絶対負けない方法を、

その時の未熟なルールを利用して行いました。

何を行つたかと言いますと、前半の攻撃のポー

ルを持ったプリンストン大学は、そのボール

を地面に置いて、その上に全員、15人が上に
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乗っかってしまったわけですね。相手にボー

ルを取られなければ負けることはないだろう

という、当時のルールがもちろんそういうふ

うになっていたわけですけど、その作戦をと

りました。当然、後半になってくるとエール

大学も同じ作戦を取つて、結局、0対 0の引

き分けの試合。それにならって、0対 0の引き

分けの試合がずっとしばらく続いたわけです。

それで、当時のアメリカの学生は、3回タッ

クルされて倒れたら、相手にボールを渡すこ

とにしようと。しかし、もっと攻撃も続けた

いから、3回の攻撃で 5ヤード進んだら攻撃

をそのまま維持できるようにしようという権

利と義務の感覚をこのスポーツヘ持ち込んだ

わけです。ここで明らかに、多分、英国生ま

れのスポーツに流れるスピリットと、アメリ

カに生まれたアメリカの文化のスピリットを

持ち込んだスポーツが大きく分かれ出したん

だと思います。

その 5ヤ ードの判断をしやすいように、

フイールドには横に5ヤードずつ線が引かれ

ました。現在も、フットボールをご覧になる方

はご存じのヤードラインという横の線は、実

はもう1880年に引かれていたわけです。ここ

で大きくアメリカンフットボールはサッカー、

ラグビーから離れて独自な道を歩き出します。

1886年 には、これもラグビーやサッカー

では禁じられているオフサイドというルール

(ボールの前でプレーしてはいけないという

ルール)を帳消しするように、選手の前でブ

ロックするという行為ができて、その効果の

大きさに、アメリカ人たちは早速、ルールに

取り入れました。

さらに16年後に、激しい過密な集団暴行行

為が連続したアメリカンフットボールに対し

て、時の大統領のルーズベルトが、これ以上

の激しい乱闘、あるいは人が死ぬような状態

が起きると、このスポーツを中止しますよと

宣言をしまして、それに応えて学生の連盟が、

それだったら狭い、いわゆる密集プレーを避

けるためにフォワードパス、先方ヘパスを投

げるようなルールを導入したわけです。

ここにきて、明らかにもうサッカーを離れ、

ラグビーを離れ、アメリカンフットボールはア

メリカンフットボールとしての独自の格好をつ

くりまして、こうなるともう勢いが止まらない

という感じで、1920年になると防具を導入し

ます。防具の代表であるヘルメットは、1940

年ぐらいになると、もう強化プラスチックが導

入されています。強化プラスチックのヘルメッ

トというのは、今、オートバイだとかいろんな

ところに導入されていますけど、あれはもとも

とすべてアメリカンフットボールのヘルメット

から発生したもので、ちょうど第二次世界大

戦の時に、プラスチックの部品が不足してス

ポーツに導入されるのは遅れましたけど、大

戦が終わった後、プラスチックの余剰が出た

時に、一気にスポーツ、あるいはモーターサ

イクルの方へ導入されたということです。

かくして、サッカーをお父さん、それから

お父さんの流れを汲んだ長男がラグビー、そ

してアメリカンフットボールは、ちょっと歳

が離れているけど、いろんな物質文明とか新

しい文化に非常に敏感な次男として現在に

至っているわけです。なかなかアメリカンフッ

トボールに対する情報が少ないと思いますけ

ど、フットボールを見た場合、サッカー、ラ

グビー専門の方が見た場合は、今お話しした

ようなことをなんとなく頭の中にイメージし

ていただければと思います。

それから、私は現場の人間ではないので、

あまり具体的なことは言えませんけど、今、
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アメリカンフットボールを左右というか、中

′しヽになってトレーニングの中核を占める意見

というのを、特に深部筋に限ってご紹介した

いと思います。アメリカンフットボールとい

うのはご存じのように、いろんなボジション

に分かれて、交替自由で、しかも、いろんな

能力が必要です。走る、投げる、飛ぶ、格闘

するといろんなことがあるわけですけど、交

替が自由なお陰で、スペシャリストが集まっ

たスポーッという認識があります。その各ポ

ジションについては、いろいろ固有の技術や

体力や能力が必要なんですけど、共通して必

要な、絶対に必要な能力がひとつあるんです

ね。それは何かと言いますと、走ることとか

そういうことではなくて、固有の技術でして、

それは「激しく当たること」なんです。

アメリカンフットボール、反勿していただ

ければ分かると思うんですけど、ボールがス

ナップされた、プレーが開始されたら、必ず

全員が相手と激しく当たるんです。こういう

チームスポーッは全くないと思います。クォー

ターバックは例外としても、とにかくボール

がスナップされたら必ず選手全員が激しく当

たらなければいけないスポーッです。

従つて、全ポジションに共通なのは、激し

く当たる、あるいは激しく当たった相手を跳

ね返すという能力が必要なんです。そこで問

題になってくるのは、深部筋と言いますか、

コアと言いますか。この場合お話ししている

のは、いわゆる腰から、脊柱から肩甲骨にか

けての骨と、それからそれを支える筋肉のこ

となのですけど、その筋肉がしっかりしてな

いと、いわゆる当たることに耐えたり、当た

る力を発揮することができないわけですね。

普通、運動能力と言うと、やはり身体をすご

く動かす動作、身体をスッと動かす能力、そ

れから上肢下肢の動作をうまくやる能力、あ

るいは持久力とか、そういうのが問題になる

わけですけど、それのベースになるのは、自

分の身体から受けた、発生した力をひとつしっ

かり受け止めて、それを一番大事な方向、最

適最善の方向へ発揮することです。皆さんご

存じだと思いますけど、その自分の受けた力

をまとめて最適最善の方向に技術として送り

出すためには、どうしてもコアの部分がきち

んとしてなければいけないわけですね。多分、

ここにおられる方にとってはもう当たり前で、

常識的なことかもしれませんけど、アメリカ

ンフットボールでは、その当たるということ、

当たり返すということを前提にすべての選手

が動いてますので、そのコアの部分の身体が

しっかりできてないと、全体の力を総合して

最適な方向に押したり、あるいは相手から受

けた体力を全身に分散して堪えるということ

ができないということで、深部筋の重要性と

いうのが非常に重要視され、最近ますますト

レーニングに深く取り組んでいるという傾向

を強く感じます。

私の今回のお話は以上です。

後藤完夫 (ごとう。さだお)

タッチダウン帥代表取締役会長。

慶応高校時代にアメリカンフッ

トボールを始める。慶応大学時

代はランニングバックとして活

躍し、史上初の全日本学生選

抜に選出されハワイ大学と対

戦している。その後は、全日本学生選抜をヘッド

コーチとして率いて米国アイビーリーグ選抜とも対

戦。1970年アメフット専門誌『タッチダゥン』創刊。

1974-1976年 plET(日 本教育テレビ)にて『全米フッ

トボール』の解説。1977年スーパーボウルの取材を

アメリカ以外のメディアで初めて認可され、中継番

組も開始。1989年 タッチダウンNFL(現タッチダウ
ンPRO)創刊。なお、NHK衛星第一放送のNFLや
スーパーボウル中継番組は、大塚範一アナ (当時)

とのコンビでアメフットファンの間では伝説となっ

ている。
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